
1415

ー
ム
で
は
、
避
難
さ
せ
よ
う
と
救
出
に
向
か
っ
た
職
員
の
方
が

た
く
さ
ん
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

│
│
一
命
を
と
り
止
め
た
も
の
の
、
ケ
ア
用
品
が
尽
き
た
例
も

３
・
11
で
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

医
療
的
な
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
お
年
寄
り
は
深
刻
で
し
た
。

職
員
の
確
保
を
は
じ
め
、
嚥え
ん
下げ

困
難
者
の
食
事
、
低
栄
養
防
止

の
高
カ
ロ
リ
ー
栄
養
食
、
自
家
発
電
機
や
暑
さ
寒
さ
対
策
な
ど

対
応
は
多
岐
に
わ
た
る
。
す
べ
て
自
前
で
備
蓄
で
き
な
い
。
自

治
体
も
被
災
し
て
い
る
の
で
頼
れ
ま
せ
ん
。
隣
県
の
施
設
や
法

人
と
の
間
で
自
主
的
に
災
害
援
助
協
定
を
結
ん
で
お
く
べ
き
で

し
ょ
う
ね
。
介
護
施
設
団
体
に
よ
る
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
職
員

の
募
集
は
発
災
後
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に
必
要
な
時
期
を
逸
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
常
時
か
ら
災
害
支
援
ナ
ー
ス
の
仕
組
み

を
作
っ
て
い
た
日
本
看
護
協
会
は
被
災
三
日
後
に
看
護
師
を
現

地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
迅
速
な
支
援
は
二
次
災
害
を
防
ぎ
、

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

│
│
い
か
な
る
備
え
が
必
要
で
し
ょ
う
。

「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」
が
昨
年
八
月
発

表
し
た
想
定
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
静
岡
県
浜
松
市
南
区
は
地

震
発
生
か
ら
十
九
分
後
に
最
大
十
六
メ
ー
ト
ル
の
津
波
に
見
舞

わ
れ
る
。
問
題
は
波
高
よ
り
到
達
時
間
。
利
用
者
を
避
難
さ
せ

管
理
者
は
言
い
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
二
月
の
チ
リ
地
震
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
８
）
の
津
波
警
報
で
は
、
全
員
を
車
で
近
く

の
避
難
所
へ
移
動
さ
せ
た
。
結
果
は
宮
城
県
石
巻
市
で
七
十
八

セ
ン
チ
と
低
く
、
避
難
は
〝
空
振
り
〞。
で
も
職
員
は
危
機
意

識
を
共
有
し
た
と
い
い
ま
す
。

│
│
職
員
も
み
ず
か
ら
安
全
を
守
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

利
用
者
と
と
も
に
逃
げ
る
と
い
う
平
時
の
心
構
え
が
自
分
を

守
り
ま
す
。
避
難
困
難
な
お
年
寄
り
を
見
放
し
て
自
分
だ
け
逃

げ
て
し
ま
う
職
員
は
い
ま
せ
ん
。
現
に
石
巻
市
の
有
料
老
人
ホ

都
内
の
特
養
の
例
で
す
が
、
続
く
激
震
に
職
員
が
入
所
者
へ

「
落
ち
着
い
て
！
」
と
声
か
け
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
落

下
物
か
ら
頭
を
守
る
災
害
頭
巾
の
よ
う
な
備
え
さ
え
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

│
│
津
波
か
ら
無
事
だ
っ
た
施
設
も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

宮
城
県
岩
沼
市
の
特
養
「
赤あ
か
井い

江こ
う
マ
リ
ン
ホ
ー
ム
」
は
浜
か

ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。「
四
十
分
後
に
津
波
到
達
」
と
い
う

警
報
発
令
五
分
後
に
、
事
務
長
判
断
で
、
仙
台
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
（
名
取
市
）
へ
九
十
六
人
全
員
を
車
で
退
避
さ
せ
て
い

ま
す
。
空
港
ビ
ル
三
階
に
着
い
た
直
後
、
滑
走
路
へ
波
が
押
し

寄
せ
、
み
な
無
事
で
し
た
。「〝
予
行
演
習
〞
が
役
立
っ
た
」
と

救
出
に
向
か
っ
た
職
員
が
犠
牲
に
な
る

│
│
『
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
介
護
福
祉
施
設
の
災
害
対
策
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』（
中
央
法
規
出
版
）
を
昨
年
末
ま
と
め
ま
し
た
ね
。

震
災
の
翌
月
の
二
〇
一
一
年
四
月
に
岩
手
県
大
槌
町
や
釜
石

市
な
ど
被
災
地
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
、
特
養
）
な
ど

を
回
り
ま
し
た
。
利
用
者
と
職
員
の
安
全
や
業
務
継
続
へ
の
備

え
は
、
ヒ
ト
（
心
構
え
）、
モ
ノ
（
物
資
）
両
面
と
も
ま
っ
た
く

欠
落
し
て
い
た
、
こ
れ
が
実
感
で
す
。
三
陸
沿
岸
で
は
津
波
警

報
に
反
応
し
、
避
難
し
た
施
設
さ
え
わ
ず
か
で
し
た
。
こ
れ
は

老
い
を
支
え
る
は
ず
の
介
護
現
場
│
│
だ
が
、
ケ
ア
（
人
）
な
ら
び
に
災
害
（
自
然
）
へ
の
備
え
は
お

寒
い
状
態
だ
。
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
高
齢
者
施
設
の
実
情
に
詳
し
い
山
田
滋
さ
ん
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
や
介
護
ス
タ
ッ
フ
ら
が
心
す
べ
き
点
を
聞
い
た
。

介
護
の
現
場
で
、
な
ぜ
事
故
と
訴
訟
が
増
え
る
の
か

山
田 

滋
さ
ん
（
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
営
業
企
画
部
次
長
）
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